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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】平成22年9月30日(2010.9.30)

【公開番号】特開2008-86196(P2008-86196A)
【公開日】平成20年4月10日(2008.4.10)
【年通号数】公開・登録公報2008-014
【出願番号】特願2007-223955(P2007-223955)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｊ  17/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｗ  52/00     (2009.01)
   Ｈ０４Ｂ   5/02     (2006.01)
   Ｇ０６Ｋ  19/07     (2006.01)
   Ｈ０２Ｊ   7/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｊ  17/00    　　　Ａ
   Ｈ０４Ｂ   7/26    　　　Ｙ
   Ｈ０４Ｂ   5/02    　　　　
   Ｇ０６Ｋ  19/00    　　　Ｈ
   Ｈ０２Ｊ  17/00    　　　Ｘ
   Ｈ０２Ｊ   7/00    ３０１Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成22年8月18日(2010.8.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のアンテナ回路と、前記複数のアンテナ回路のいずれか一にスイッチを介して電気
的に接続された複数のバッテリーとを有し、
　前記複数のバッテリーはそれぞれ異なる回路に電源を供給し、
　前記複数のバッテリーが前記スイッチを介して接続された前記複数のアンテナ回路が電
波を受信することにより、前記複数のバッテリーが充電され、
　前記複数のアンテナ回路のうち少なくとも一つは周波数が異なる電波を受信することを
特徴とする無線通信装置。
【請求項２】
　複数のアンテナ回路と、前記複数のアンテナ回路のいずれか一にスイッチを介して電気
的に接続された複数のバッテリーと、少なくとも前記複数のアンテナ回路のいずれか一に
電気的に接続された通信制御回路とを有し、
　前記複数のバッテリーはそれぞれ異なる回路に電源を供給し、
　前記通信制御回路は、前記複数のアンテナ回路を介して外部にデータを送信し、
　前記複数のバッテリーが前記スイッチを介して接続された前記複数のアンテナ回路が電
波を受信することにより、前記複数のバッテリーが充電され、
　前記複数のアンテナ回路のうち少なくとも一つは周波数が異なる電波を受信することを
特徴とする無線通信装置。
【請求項３】
　請求項１又は２において、
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　前記複数のアンテナ回路のいずれか一は、電磁誘導方式により電波を受信することを特
徴とする無線通信装置。
【請求項４】
　第１のアンテナ回路及び第２のアンテナ回路と、
　前記第１のアンテナ回路に第１のスイッチを介して電気的に接続された第１のバッテリ
ーと、前記第２のアンテナ回路に第２のスイッチを介して電気的に接続された第２のバッ
テリーとを有し、
　前記第１のアンテナ回路が電波を受信することにより前記第１のバッテリーが充電され
、前記第２のアンテナ回路が電波を受信することにより前記第２のバッテリーが充電され
、
　前記第１のバッテリーと前記第２のバッテリーは異なる回路に電源を供給し、
　前記第１のアンテナ回路と前記第２のアンテナ回路は周波数が異なる電波を受信するこ
とを特徴とする無線通信装置。
【請求項５】
　第１のアンテナ回路と、第２のアンテナ回路と、第３のアンテナ回路と、
　前記第１のアンテナ回路に第１のスイッチを介して電気的に接続され且つ前記第２のア
ンテナ回路に第２のスイッチを介して電気的に接続された第１のバッテリーと、前記第３
のアンテナ回路に第３のスイッチを介して電気的に接続された第２のバッテリーとを有し
、
　前記第１のアンテナ回路又は前記第２のアンテナ回路が電波を受信することにより前記
第１のバッテリーが充電され、前記第３のアンテナ回路が電波を受信することにより前記
第２のバッテリーが充電され、
　前記第１のバッテリーと前記第２のバッテリーは異なる回路に電源を供給し、
　前記第１のアンテナ回路と前記第２のアンテナ回路は周波数が異なる電波を受信するこ
とを特徴とする無線通信装置。
【請求項６】
　第１のアンテナ回路及び第２のアンテナ回路と、
　前記第１のアンテナ回路及び前記第２のアンテナ回路に電気的に接続された信号処理回
路と、
　前記第１のアンテナ回路が電波を受信することにより充電が行われる第１のバッテリー
と、前記第２のアンテナ回路が電波を受信することにより充電が行われる第２のバッテリ
ーとを有し、
　前記第１のアンテナ回路は、前記信号処理回路に記憶されたデータを外部に送信するた
めに信号を送受信し、
　前記第１のバッテリーと前記第２のバッテリーは前記信号処理回路に設けられた異なる
回路に電源を供給し、
　前記第１のアンテナ回路と前記第２のアンテナ回路は周波数が異なる電波を受信するこ
とを特徴とする無線通信装置。
【請求項７】
　請求項４乃至請求項６のいずれか一項において、
　前記第１のアンテナ回路と前記第２のアンテナ回路のいずれか一方は、電磁誘導方式に
より電波を受信することを特徴とする無線通信装置。
【請求項８】
　請求項１乃至請求項７のいずれか一項において、
　前記各バッテリーは、リチウム電池、ニッケル水素電池、ニカド電池、又は有機ラジカ
ル電池であることを特徴とする無線通信装置。
【請求項９】
　請求項１乃至請求項７のいずれか一項において、
　前記各バッテリーに代えてセラミックコンデンサ又は電気二重層コンデンサーを設ける
ことを特徴とする無線通信装置。
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